
2025年 6月 22日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒62番（旧 16番）（KH姉） 

『イエスよいかばかり』 

 

 

聖書⇒マルコによる福音書 15章 16~20節（MM姉） 

『兵士たちは、官邸、すなわち総督官邸の中に、イエスを引いて行き、部隊の全員を呼び集めた。そして、イ

エスに紫の服を着せ、茨の冠を編んでかぶらせ、「ユダヤ人の王、万歳」と言って敬礼し始めた。また何度も、

葦の棒で頭をたたき、唾を吐きかけ、ひざまずいて拝んだりした。このようにイエスを侮辱したあげく、紫の

服を脱がせて元の服を着せた。そして、十字架につけるために外へ引き出した。』 

 

礼拝讃美歌⇒112番（旧 189番） 

『血潮したたる』 

 

 

聖書⇒詩編 98編 1~3、9b節（SK兄） 

『新しい歌を主に向かって歌え。 

主は驚くべき御業を成し遂げられた。 

右の御手、聖なる御腕によって／ 

主は救いの御業を果たされた。 

主は救いを示し／ 

恵みの御業を諸国の民の目に現し 

イスラエルの家に対する／ 

慈しみとまことを御心に留められた。 

地の果てまですべての人は／ 

わたしたちの神の救いの御業を見た。 

 

地を裁くために。主は世界を正しく裁き／ 

諸国の民を公平に裁かれる。』 

 

（祈り） 



 

 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番）（KH兄） 

『十字架の許で』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒147番 

『またなき御名に』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 23~29節（EK兄） 

『イエスはこう答えて言われた。「わたしを愛する人は、わたしの言葉を守る。わたしの父はその人を愛され、

父とわたしとはその人のところに行き、一緒に住む。わたしを愛さない者は、わたしの言葉を守らない。あな

たがたが聞いている言葉はわたしのものではなく、わたしをお遣わしになった父のものである。わたしは、あ

なたがたといたときに、これらのことを話した。しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によってお遣わ

しになる聖霊が、あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださ

る。わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与える

のではない。心を騒がせるな。おびえるな。『わたしは去って行くが、また、あなたがたのところへ戻って来

る』と言ったのをあなたがたは聞いた。わたしを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜んでくれる

はずだ。父はわたしよりも偉大な方だからである。事が起こったときに、あなたがたが信じるようにと、今、

その事の起こる前に話しておく。』 



聖書⇒ヘブライ人への手紙 7章 22~26節 

『このようにして、イエスはいっそう優れた契約の保証となられたのです。また、レビの系統の祭司たちの場

合には、死というものがあるので、務めをいつまでも続けることができず、多くの人たちが祭司に任命されま

した。しかし、イエスは永遠に生きているので、変わることのない祭司職を持っておられるのです。それでま

た、この方は常に生きていて、人々のために執り成しておられるので、御自分を通して神に近づく人たちを、

完全に救うことがおできになります。このように聖であり、罪なく、汚れなく、罪人から離され、もろもろの

天よりも高くされている大祭司こそ、わたしたちにとって必要な方なのです。』 

 

 

聖書⇒使徒言行録 3章 1~10、12、16節（KH兄） 

『ペトロとヨハネが、午後三時の祈りの時に神殿に上って行った。すると、生まれながら足の不自由な男が運

ばれて来た。神殿の境内に入る人に施しを乞うため、毎日「美しい門」という神殿の門のそばに置いてもらっ

ていたのである。彼はペトロとヨハネが境内に入ろうとするのを見て、施しを乞うた。ペトロはヨハネと一緒

に彼をじっと見て、「わたしたちを見なさい」と言った。その男が、何かもらえると思って二人を見つめてい

ると、ペトロは言った。「わたしには金や銀はないが、持っているものをあげよう。ナザレの人イエス・キリ

ストの名によって立ち上がり、歩きなさい。」そして、右手を取って彼を立ち上がらせた。すると、たちまち、

その男は足やくるぶしがしっかりして、躍り上がって立ち、歩きだした。そして、歩き回ったり躍ったりして

神を賛美し、二人と一緒に境内に入って行った。民衆は皆、彼が歩き回り、神を賛美しているのを見た。彼ら

は、それが神殿の「美しい門」のそばに座って施しを乞うていた者だと気づき、その身に起こったことに我を

忘れるほど驚いた。 

 

これを見たペトロは、民衆に言った。「イスラエルの人たち、なぜこのことに驚くのですか。また、わたした

ちがまるで自分の力や信心によって、この人を歩かせたかのように、なぜ、わたしたちを見つめるのですか。 

 

あなたがたの見て知っているこの人を、イエスの名が強くしました。それは、その名を信じる信仰によるもの

です。イエスによる信仰が、あなたがた一同の前でこの人を完全にいやしたのです。』 

  

 

礼拝讃美歌⇒300番（KH兄） 

『神はわがやぐら』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 


